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令和７年３月３日 

令和６年度 とうきょう すくわくプログラム推進事業 活動報告書 

園名 江東区立元加賀幼稚園 

所在地 江東区白河 4 丁目９番１７号 

 

１．活動のテーマ 

＜テーマ＞

 

＜テーマの設定理由＞ 

 

２．活動スケジュール

 

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然 「あおむしくんの好きなものはなんだろう？」 

・栽培していた大根とブロッコリーの葉にいたあおむしを見つけ、捕まえる。 

・学級で捕まえたあおむしを飼育する。 

・幼虫からさなぎになり、図鑑や絵本で調べる。 

・さなぎが成虫になる。 

・モンシロチョウとお別れをする。 

（テーマに関する子供たちの興味関心、園の特色など） 

・学級で栽培していた大根とブロッコリーの葉が、ある日なくなっていることに気付き、よく見てみると、あおむ

しがいることを発見する。大根に元気に育ってほしい気持ちもあったが、捕まえたあおむしにも親しみをも

ってほしいと思い、学級で飼育することにした。このあおむしを通して、一人一人の発見や気づきを大切

にしながら、学級のみんなの関心ごとになるようにしたいと考えた。 

○虫が好む栽培物を育てる 

 ・大根 ・ブロッコリー ・さやえんどう ・小松菜 ・大葉 等 

○飼育する環境を作る 

 ・虫かご ・葉物野菜（レタス、キャベツ、白菜、大葉） 

○あおむしの成長に興味をもつために 

 ・図鑑 ・はらぺこあおむし（絵本） ・あおむしの日々の成長が分かる写真やコメント 

 ・興味をもったことを調べられるような電子機器 
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４．探究活動の実績 

＜活動の内容＞

 

＜活動中の子供たちの姿・声、子供同士や子供と保育者との関わり〉 

 

     

５．振り返り 

 

・栽培物の大根とブロッコリーにいたあおむしを見つけたことから、学級で飼育することになった。あおむ 

しが食べる好きなものは何かをいろいろと試す。さなぎになった青虫を見て、以前見た絵本から、さ

なぎであることを推察し、蝶々になることが学級のみんなの楽しみになった。 

学級で育てている大根とブロッコリーにあおむしがたくさんついているのを見つけた。「逃がすのはもっ

たいない…」ということで、みんなで捕まえたあおむしを飼うことにした。こどもたちが、「ご飯食べないと

死んじゃうよね」と、本園で飼育しているモルモットの白菜を少しもらい、虫かごの中に入れておく。次

の日には、白菜は空っぽになっていた。「またあげようよ！」と、年長組に葉っぱをもらいに行くと、今度

はレタスであった。次の日、レタスはたくさん残っていて、元気がないあおむしがたくさんいた。その様子

を見て、こどもたちは、「好きじゃない葉っぱもあるのかな？」「どんな葉っぱが好きか探してみよう！」

と、みんなでいろいろな葉っぱを入れた。大葉、小松菜、普通の葉っぱ…いろいろな葉っぱを入れて

みたけど、食べてくれたのは小松菜だけということを発見した。そこで、「この葉っぱが好きなのか！」

と、毎日小松菜をあげることにした。ある日、「あおむし大きくなったね！」といつものように見ると、あお

むしが茶色くなっていた。こどもたちは、「え？！なにこれ？」と驚く中、「さなぎだよ！」と一人の子が

言う。「はらぺこあおむしで見たことある！」と言ったため、みんなで絵本を見に行く。、「蝶々になる準

備してるんだね！」とさなぎになったことを喜ぶとともに今後の成長を楽しみにしている姿があった 

 

  

・以前に育てたダンゴムシの飼育の経験から、育てるために必要なものを考えたり、準備をしたりしていた。経験の積

み重ねや成功体験の価値づけが大切と思われる。 

・園庭に様々な自然物があることで、幼児が自分で考えたり、試したりする体験につながった。教師が園庭の自然

を把握していることや環境を意図的につくることで、こどもたちの気づきを促すことにつながりやすい。 

・学級の幼児全員が興味をもてるように、また、こどもたちがいつでも見たり、振り返ったりできるよう写真やコメントを

つけた掲示、調べられるような電子機器を保育室に置くことで、幼児が自ら対象にかかわっていた。 
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以上 


